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 「 知床連山において永久凍土の存在を発見 」 

 

 本学地球環境工学科の大野浩准教授を中心とした研究チームは、北海道東部の世界

自然遺産である知床連山において永久凍土の存在を発見し、このたび研究内容が

「Permafrost occurrence at Mt. Sashirui, Shiretoko mountain range, eastern 

Hokkaido, Japan」として学術専門誌 Bulletin of Glaciological Research に掲載

されました。 

 

 大野准教授らは 2019 年に知床山岳域を対象にした現地調査を開始しました。そ

の結果、サシルイ岳（標高 1564 m）山頂周辺では年間平均地表面温度が永久凍土

形成の目安値を辛うじて満たすことを明らかにしていました。2022 年の 8 月には

サシルイ岳の山頂近くで 5.5 m のボーリング調査を行い（図 1）、深度約 1.3 m よ

り下の土壌が凍結していることも確認していました。その後ボーリング地点の地温測

定を継続して行い（図 2）、この凍土が凍結状態を維持しており、永久凍土の定義注 1

を満たすことを 2024 年の 8 月に証明しました。 

 分布の南限にあたる国内の永久凍土は気候変動の影響を受けやすいため、環境変化

の敏感なセンサーとして機能します。特に知床は温暖化に対して最も脆弱な世界自然

遺産の一つとされており、知床山岳域における気候変動を監視するために、今回見つ

かった永久凍土の継続的かつ長期的な地温観測が重要と考えられます。 

 研究内容の詳細は、Bulletin of Glaciological Research 誌 43 巻 1-7 ページ

（https://doi.org/10.5331/bgr.24R05）に掲載しています。 

 

 また今回の永久凍土の発見にちなんで、本学と永田製飴（北見市）とのコラボレー

ションで、“知床永久凍土キャンディ”を開発しました（図 3）。当該商品によって気

候変動への関心が高まることが期待されるとともに、売り上げの一部は知床の環境保

護活動に寄付されることになっています。 

 

注 1：連続した 2 年間以上 0℃以下の温度状態にある土地 

 

  

https://doi.org/10.5331/bgr.24R05
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図 1 ボーリング孔にケーシングパイプを挿入する様子 
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図 2 ボーリング地点の地温 
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図 3 知床永久凍土キャンディ 

 

 

お問い合わせ先 

(研究内容について) 
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